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序雷

ソーダ法によるササパノレプ製造の結果ゃ，めから，ササパノレプの製造には， さらに強度

を上げることと，もっと高l攻量の製造条件を考えなければならないことがわかった@そこ

で筆者等は強度を高めるためには，クラブト法が適当であると考えてこの実験を行った。

蒸解の条件はソーダ法の条件を基礎にして，これに硫化ソーダを加えていろいろな硫化率

の蒸解液をつくり，さらに木材パルプに最適条件といわれている各種条件を加味しながら

蒸解を行った。得られたパルプは牧量によって 4段階をえらび，これについて紙力試験を

行い，かつ引裂強度に木材パルプと異なった性質があらわれたので，フリーネス別のパノレ

プの顕微鏡的観察を試みた。

この研究を行うにあたって，試力試験の便宜をはかられた，北日本製紙株式会社江別

工場長曽良中清作氏，研究課長上野桂助氏に感謝する。なお研究費の一部は文部省科学研

究費によったことを附記して謝意を表する。

1.試料

試料は北海道札幌市郊外，定山渓産のネマガリダケで，加工用として 8尺に採取し市

販されていたものでらる。これの全重量 137kg件00本)， 1本平均重量 343g，元口径 14-

24mm，平均 18.4mmの大型ササで，これを 3-5cmの長さに切断し， カピの発生を防

ぐため金網にのせて約1週間ボイラー上において風乾状態まで乾燥させたものをプレスを

用いて 4つ割にし，さらに 1箇月間空中に放置して空中混度と平衡にじたのち，大型のデ

i/ケーター中に保存し，水分を測定して試験に供した。

切断の際に生じた鋸屑は 60-100meshの部分をとり木材分析法に従って分析した。

結果は第1表のようである。また繊維の形と大きさを測定した給果は第2表のようである。

なお試料についての詳細なデーターは別報5¥，7)を参照されたい。

第 1表化接的組成%

| 摘 出 物 |舎へン

灰分|一 *1瓦丙horマLJ7ーザ lコ;
2.03 1 7釘|附|ω1 6.44 1 29.17 1 26回

第 2表 繊維の形と大きさ

三:[ごう|
2.58 1 53路 i

繊雄一五 (m叫 繊維而1ム)

リグ
ニン

21.71 

Max. Min. 1 Av hx. Min. Av. 繊維比

3.46 0.26 1.28 34 4 13.7 93.3 



II. 蒸解と生成バルブの分析

1. 費験方法
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オートクレーヴは3e容のもの 2個 (a，b)， 1.5 e容のもの 1個 (c)を用いた。蒸解液は
化学用純の NaOHおよび Na2Sを用い，薬液の組成を NaOH1%とNa2S2% ; NaOH 1.5 

%と Na2S0.75%， 1.5%，または 3%;NaOH2%とNacS1%，または2%;NaOH 3~告と

Na2S 1.5%; NaOH 3.2~告と Na宮S0.8%; NaOH 3.6%とNa，50.4%; NaOH 4%とNa2S

2%の 10種類とし， したがってその硫化率は， 1/10， 1/5， 1/3， 1/2， 2/3の5種となるよ

うに溶解したものである。液比は 1:5で，圧力， 5， 6， 7， 8， 9または 10kg/cm2のもとに，

2時間または4時間蒸解した。途中ガス抜きを行ったが， 硫化率の高いものはガスの発生

がはげしいため，温度と庄力との関係はかならずしも平行的でなかった。こうして得たパ

ノレプを布袋に入れて， 水道の蛇口にかけて洗液が無色となるまでよく水洗し，その 1/4を

とって1&量を測定し，残部は小型ピ{ターにかけて軽く解織してから，薄紙に漉いて分析

試料とした。また廃液は硝子電極pHメ{ターにより， pHを測定した。

2. 結果と考察

蒸解の結果を1&量の順にならべると，第3表のようであり， Aオートクレーグから得

たパノレプの組成は第4表のようで， また各成分のl吹量は第5表のようであった。

A.収量

収量は36-59%で，薬品用量， 温度，圧力， 時聞により条件の強いほど低い傾向を

もっ。この関係を明らかにするため薬品用量と圧力の関係を第6表に示した。これによる

とパルプのi肢量に影響をもっ諸因子のうち，薬液の濃度一一用量の影響がもっとも著しい。

圧力 5-10kg/cm2の範囲におけるi吹量の相違は 10弘位までで，用量に原因するl股量の差

異は 15%以上にもおよび， 用量20%以下の場合のパルプ1&量はほとんど常に50%以上

を示したが，用量225%以上の1&量は常に 50%に達しなかった。他の条件が等しい時，硫

化率の高い方のi攻量がやや多く，時聞が長いとi攻量を減ずる。

原料に対する主成分のl投量は第5表に明らかなように， セノレローズ1&量は66-97%

で，パノレプ牧量とほぼ平行的関係にあって，薬品の用量一一ー濃度による影響が著しく，薬

品用量22.5%以上の場合は80%以下に減ずる。ペシトーザシの牧量は 27-59%で，薬品

の用量一一濃度のみならず，圧力ー一一温度ことに pHに支配され易く， 50%以上の牧量を

得たのは，用量20%で5kg/cm2圧以下までか， あるいはまた用量15%で7kg/cm2まで

の場合だけであった。 リグニシの残存率は2-23%で， 薬品用量の影響が著しく， 用量

20%以下では常に 10%以上のリグニンを残し，用量30%では 3%以下を示した。圧力の
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第 3表 クラフトパノレァ・の蒸解{条件と救量

ノ〈ノレア.
笈 験

そのの合ま計ま 1ヤ| 全Na20l|と硫して化家 温 C度
区力 時間

のJ/lc量
廃液の

f寄 部E pH 
kg/cm2 hr % 

K 8a 15.5 32.2 164 7 2 59.4 10.3 

グ20グ 16.3 12.7 61.6 164 7 2 57.6 9.9 

グ 7グ 15.1 11.6 33.6 175 10 2 57.0 9.4 

グ10グ 21.8 16.9 47.8 150 5 2 54.1 11.4 

グ13グ 12.9 10.0 40.0 173 10 4 8.6 

グ25グ 16.8 13.0 6.2 165 7 2 52.0 11.2 

グ14グ 15.8 12.2 48.1 176 10 2 51.3 10.5 

グ11グ 21.9 16.9 47.9 166 7 2 50.6 11.0 

グ21グ 16.3 12.8 63.7 174 10 4 49.3 10.7 

グ19ゲ 15.5 12.1 56.8 174 10 2 49.0 9.7 

グ24ゲ 18.2 14.1 20.9 164 7 2 48.8 10.9 

グ12グ 15.4 11.9 34.3 172 10 4 48.1 9.4 

グ 9グ 21.8 16.9 49.4 175 10 2 48.1 10.5 

グ 1グ 24.9 19.1 30.5 156 5 2 47.7 13.0 

グ22ゲ 24.6 19.3 64.5 163 7 2 47.1 12.0 

グ 2グ 24.7 19.0 30.0 166 7 2 45.2 12.4 

グ 5グ 23.6 18.0 32.7 172 9 2 44.7 11.1 

グ 4グ 25.7 19.9 35.4 172 8 2 44.4 11.4 

グ 6グ 23.6 18.0 32.7 178 10 2 43.3 11.0 

グ 8グ 32.6 25.3 33.2 156 5 2 43.3 13.5 

グ16グ 30.6 23.9 34.1 165 7 2 41.4 13.3 

グ23ゲ 24.6 18.5 63.0 176 10 4 41.3 10.6 

グ15グ 31.1 24.1 35.2 178 10 2 36.0 12.4 
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第 4表 クラアトパルプの組成

- I パルプ。の紺成 iメ)

等霊[牧萱i 色調 !灰分!?U711ト!日=l…|リク
I % I 抽出物|ーすン|ーェ|ローェ|ニン

K 8 a I 59.4 I ~"7 7ト色[。ぶム7山 8ωI 75.74 I 8.46 
グ20グ I57.6 I グ I0.86 I 9.51 I 25.69 I 87.03 I 76.49 I 7.48 

グ 7グ I 57.0 I 中クラ 7 ト色 I 1.11 I 2却 I 23.35 I 87.04 I 79.24 I 7.84 

グ10グ I 54.1 I 淡クラ 7 ト色 I 0.60 I 0.86 I 31品 I92.44 I 82.47 I 5.15 

グ13グ 52.4 I 中ク 77ト色 I 0.80 I 4.86 I 23.04 I 85.67 I 78.90 I 8.12 
グ25グ I 52.0 I 淡クラアト色 I 0.40 I 0.88 I 27.83 I 90.84 I 78.39 I 5邸

グ14グ 1 51.3 1 中クラ 7 ト色 1 0.74 1 3.38 1 22.37 1 86.38 1 76.09 1 7.71 

グ11グ 1 50.6 1 淡クラフト色 I 0.68 I 1.62 I 22.49 I 89.57 I 77.90 I 5.43 

グ21グ l 制 農クラフト色 I 1.00 I 側 I 21.18 I 87.50 I 78.37 I 7・05

グ酌 1 49.0 1 中クラ 7 ト色 I 0.86 I 10.89 I 23.83 I 87.91 I 叩.34 I 6.06 

グ24グ | 必.8 1 淡クラ 7 ト色 I 0.58 I 1.16 I 26.77 I 91.62 I 80邸 14.56 

グ12グ 1 48.1 1 中クラ 7 ト色 I o.回 3.38 I 22.11 I 86.71 I 79.10 I 7.06 

ゲ 9グ I48.1 I グ I0.91 I 1.75 I 23.98 I 90.61 I 81.56 I 4.71 

グ 1グ 47.7 1 明 色 I0.47 0.60 27.60 I 91.85 I 81.57 I 2.96 

グ22グ 47.1 1 淡クラフト色 1 0.66 

グ 2グ 45.2 1 グ 1 0.74 ;;;l::;l::;l;:l::: 
グ 5グ 44.7 1 グ 1 0必 0.79 1 25.87 1 92.58 1 82.19 1 3.61 

グ 4グ 44.4 1 明 色 I0.49 0.30 1 26.28 1 91.98 1 81.82 1 3.07 
司惨

グ 6グ 43.3 1 淡クラフト色 I 0.64 1.27 I 25.10 I 92.18 I 84.19 I 4.23 

グ 8グ 43.3 1 明 色 I0.40 i 0.07 I 26.33 I 97.62 I 90.68 I 0却

グ16グ 41.4 1 グ 1 0.46 0.26 I 25.10 I 97.63 I 86.28 I 1.31 

グ23グ 41.3 1 中クラ 7 ト色 1 0.94 1.24 I 22.84 I 90.81 I 80.98 I 5.77 

グ15グ 36.0 I明 9
白
whυ 

凸

U色 0.24 I 22.18 I 96.82 I 86.13 I 1.70 
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第 5表 章芭乾試料に到する各成分o4lc得率

| | |アいルペ ベントーザン リクマユン
試 料 4lc量 灰分 ンゼン抽出物

セノt-ローヌt

番
披 % 1 %比率 %1比 %1比率 %1比率 μ |比率

原試料 100 2.03 100 6.44 100 53.18 100 29.17 100 21.71 100 

K 8a 59.4 0.48 24 1.65 26 51.32 97 15.82 54 5.03 23 

グ20グ 57.6 0:50 25 5.48 85 50.13 94 14.80 51 431 20 

グ 7グ 57.0 0.63 31 1.68 26 49.61 93 13.31 46 4.47 21 

グ10グ 54.1 0.32 16 0.47 7 50.01 94 17.13 13 

グ13グ 52.4 0.42 21 2.55 40 44.89 84 12.07 41 I 4.25 20 

グ25グ 52.0 0.21 10 0.46 7 47.24 89 14.47 50 3.09 14 

グ14グ 51.3 0.38 19 1.73 27 44.31 83 11.48 39 3.96 18 

グ11グ 50.6 0.34 17 0.82 13 45.32 85 11.38 39 2.75 13 

グ21グ 49.3 0.49 24 4.44 69 43.14 81 10.44 36 3.48 16 

グ19グ 49.0 0.42 21 5.34. 88 43.08 81 11.飽 40 2.97 14 

グ24グ 48.8 0.28 14 0.57 9 44.71 84 13.06 45 2.23 10 

グ12グ 48.1 0.42 21 1.63 25 41.71 78 10.63 36 3.40 16 

グ 9グ 48.1 0.44 22 0.84 13 43.58 82 11.53 40 2.27 10 

グ 1グ 47.7 0.22 11 0.29 5 43.81 82 13.17 45 1.41 11 

グ22グ 47.1 0.31 15 0.81 13 43.06 81 12.33 42 2.32 11 

グ 2グ 45.2 0.33 16 0.26 4 41.60 78 12.04 41 1.13 5 

グ 5グ 44.7 0.20 10 0.35 5 41.38 78 11.56 7 

グ 4グ 44.4 0.22 10 0.13 2 40.84 77 11.67 40 1.36 6 

グ 6グ 43.3 0.28 14 0.55 9 39.91 75 10.回 37 1.83 8 

グ 8グ 43.3 0.17 8 0.03 。42.27 79 11.40 39 0.39 2 
グ16グ 41.4 0.19 9 0.11 2 40.42 76 10.39 36 0.54 2 

グ23グ 41.3 0.31 15 0.51 8 37.50 71 9.43 32 2.38 11 

グ15グ 36.0 0.19 9 0.09 1 34.86 66 7.98 27 0.61 3 
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第 6表 クラフトパルプの牧量に及ぼす蒸解{条件の診響
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影響はぺントーザンに対するほど顕著でなく， 用量 15%の時， 10 kgjcmヘ4時間でも，

ペシト{ザン 36%， リグニシ 16%が残存した。

B.組成

パノレプの色調は一般に蒸解温度の高いものが濃く，薬品のすくないものが濃厚である。

パルプの組成は第4表に明らかなように，灰分は0.40-1.11%，アノレコーノレ・ベンゼシ抽出

物は0.1-10.9%で，両者とも木材パノレプにくらべて高い値を示している。 セノレローズは

85.7 ~97.6% ， aーセノレローズは 75.7~90.7% で，パノレプ収量のすくないものほど多い。 この

中には多量のペントーザンがふくまれている。ペシト戸ザンは21.2-31.7%で，針葉樹パ

ノレプにくらべて著しく多いことが，サナパノレプの特徴である。 リグニシは0.9-8.5%で，
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おおむねl攻量の低いものにすくない。組成分の1&量ならびι各成分の移行の有様を見ると，

第 5 表のようで技量は原試料に対しそれぞれ灰分の O.17~O.63%. アノレゴ{ノレ・ベンゼ

ン抽出物 O.03~5.48%. ペント{ずン 8.0~17.1%. セノレローズ 34.9~51.3%. a-セノレロー

ズ 31~45%. リグニシ 0.4~5.0% であった。各成分のパルプへの移行率は，灰分 8~31%.

アノレゴ-}レ・ペシゼン抽出物 O.5~85%. ペントーザシ 27~59%. セノレローズは 66~97%.

でその大部分を取得し得られた。 しかしこのセルローズや aーセノレローズはそれぞれ 21.0~

28.5%. 13.9~20.3% のペントーザシを含み， 脱リグニン処理により除かれなかったこれ

らのぺントーザシも， セノレローズや aーセノレローズとして定量されている。リグニンはその

2~23，?色がノミノレプに移行しただけで 77~98% 余が除かれた。

この実験成績ならびに後記紙力試験をみても，クラフト法はナサの蒸解法として有望

な方法の一つである。

第 7表 クラアトパルプの各成分の残存率に及ぼす蒸解{条件の影響

薬品用量 g/lOOg 30 22.5 20' 15 11.25 。
薬液濃度 %{;a佃

4 3 1.5 3.6 3.2 2 2 1.5 1.0 1.5 。
a~S 2 1.5 3.0 0.4 0.8 2 1 1.5 2.0 0.75 。

硫 化 率 % 33 33 67 10 20 50 33 50 67 33 。
オート 摩カ
クレー 時間 残存率

ヴ番競 kg/crn2 hr ア五

79 82 94 

a 5 2ベントーザン 39 45 59 
リクザユン 2 11 13 

76 78 82 89 84 85 97 94 

a 7 2ベントーザン 36 41 42 50 45 39 54 51 

リグニン 2 5 11 14 10 13 23 20 

77 

a 8 2iベントザン 40 

リグニン 6 

78 

a 9 2ベントーサ.ン 40 

リグユン 7 

66 75 沼田 81 79 

a 10 2iベントーザン 27 37 40 46 40 17 
リグニン 8 8 10 21 14 44 

78 83 81 84 

a 10 4べントーザン 36 39 36 41 
リクーユン 16 18 16 20 
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紙力試聴lII. 

上記のようにして得たパルプから， J攻量を基準として，第8表のような 4段階をえら

引裂度，耐折度の諸強度の試験を行った。

第 8表紙カ試験用の試料

蒸 解 像 件 | パルプ。の組戎克

薬品用
量全|硫化率!蒸解墜カ|蒸解時間|セルロ |べ叫が司~
Na20 ! I -ズ|ー‘刊 I "/ / - ，/ 

%%  kg/cm" I hr 

手漉により紙葉を調製し，抗張力，破裂度，

8.5 

5.4 

3.6 

1.7 

2 

。

白

内

6

0

白

7 

7 

9 

10 

量J¥lc 質験番競

び，

% 

59.4 

50.6 

44.7 

36.0 

KA (K 8a) 

KB (Klla) 

KC (K. 5a) 

KD (K15a) 

試験方法1. 

出てきたノ勺レプを 60メッi/含湿パノレプをプラットスクリ{ンの 8カットにかけて，

その絶乾300g相当量を王研式lOa容ラパス型試験ビーターに，ュのワイヤ{でうけ，

ビ叩解を行った。叩解しながら 30分，または 1時間おきに，3%濃度を基準としてとり，

その 10g布につつんでも含水率約70%に手絞りをし，ータ{の中から試料をすくいとり，

1つはグリ{ン式カナデアずつをとって，

ンスタンダ{ド・ブリ{ネステスターを用

5 
1つは水分測定用いて潟、水度を測定し，

4つは手植器を用いて強度試験用の紙に，

葉を漉いた。紙葉は油圧プレスで4kgjcm2， 

電気乾燥器で 20分間乾燥10分間処理後，

4枚の紙葉のうちから均質なもの 2枚し，

1.~ .3 
をえらび，第1図のように切断して強度試

試験片の採取第1圃室温20
0
C，湿験用の紙片を調製し， 1夜，

強度試験を米坪を測定後，度 70%の恒温恒室内において水分を平衡に達せさせ，厚さ，

行った。

5回/枚

4回/枚

2回/2枚

試験枚数ならびに試験回数はつぎの通りである。

オートマチック・ 7 イクロメーター(シヨッパー) 2枚

普通化拳天秤 2 

電動式ミュレン型破裂度試験器(島津製 2

エノレメン1-'"ノし 7型引裂度試験器(島津製 4

厚さ

米坪

破裂度

ヲl裂度

使用器械，

••• 噌

i

o

G

n

o

4. 
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5. 抗張カ 抗張力試験器(シヨツパー 8 1回f枚

6. 耐折度 耐折度試験器(シヨツパー 8 1同/枚

常法により米坪を用いて，緊度，比破裂度，比引裂度，裂断長を算出した。

2. 結果と考察

結果は第9表および第 2-5図のようである。

第 9表 クラアトパノレプの紙力試験

試料番貌 |漉水度|風乾坪量|厚 き|緊度|裂断長|比破裂度|土日l裂度 Ii耐折度
'CC g/m" I mm!lOO I km 図
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いずれの強度もブリ比引裂度を除いて，試験時のフリーネスは 743~200cc であり，

すなわち裂断長は1.41kmから 6.94

これらの試料比破裂度は 0.75から 4.20に，耐折度は1回から 515固に上昇する。

の諸強度を同一フリーネスにおいて比較すると，蒸解条件に従って一定の関係を示す。す

{ネスが低下するにつれてしだいに上昇してゆく。

kmに，

低くなると KC比破裂度はフリーネスの高いときはKB，なわち抗張力ばKBが最高で，

また比引裂度はフリーネスの低くなが最も大きい。耐折度も比破裂度と同じ傾向である。

ある点をピークにして下降する。すなわち KAはフリ{ネス 400附近

KB は520で135，KCは580で137，KDは410で151のピークを示し， KA，KB， 

るにつれて増大し，

で125，
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第 10表 ソーダ・クラブト・NSSC各パノレァ・の強度の比較

ソー夕、ノ〈ノレ7' クフフトノ〈ノレ7'

AAIABIACI油 砧 IKB I 強度 才に ス

巴e

試験時の 7
730 741 740 734 743 735 725 

リーネス 570 567 576 563 I 574 590 567 578 570 

巴C
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1.41 0.33 I 0.58 I 0邸

570 [ド同同川一2却矧判沖8創引………11ヤ一1~同一2幻綿5招8引13~ベ……4“判十…41十十(ト同4.1… 1 ~2引…1~川川川3叩判吋…官?咋1:一2幻76
2仰一一一-I 6.94 I - I - I 5.69 4.81 

730 0.53 0.57 0.79 0.80 0.75 1.16 0.79 
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KCは比較的近似している。 また叩解前の

比引裂度は KBが最大であるが，叩解がす

すむと KCが最大となる。

さらにフリーネス 730附近(叩解前)，
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第9圃 各種パノレァ・のヲl裂強度の比較

種強度を比較すると第 10表および第6-9図のようである。これによるとどの強度もクラ

ブトパノレプが最高値を示し， ソーダパノレプ， NSSCパルプの順であったd すなわち裂断長

は前記フリーネスの 3段階において，それぞれKB2.5 km， AD 4.2 km， KA 6.9 kmが最

高でらり比破裂度の最高はそれぞれKB1.16， KC 2.06， KA 4.20でゐり，耐折度はKB

3回， KB27回， KA4S2回であり，さらに比引裂度はKB84， KC 137， KD 100が最高

であって，強度の上から見ると， クラブト法による蒸解がもっとも優れていることがわ

カミる。

結言

前に報告したソーダパルプ酌，めの蒸解条件をもとにして， さらにこれに硫化ソーダを

加えて各種硫化度の蒸解液をつくり，木材の最適蒸解条件などを参考にしながら蒸解を行

った。その結果，製紙パノレプとしてソーダ法ぺ中性亜硫酸法によるパルプ10)にくらべて，

クラブトパルプがもっとも高い，強度を示した。強度のうち，破裂強度，引張強度，耐折強

度は木材のそれと同じような傾向を示したが，引裂強度はフリーネスの低下によって低下

する点が木材よりおくれて現われるという特性を示している。これは顕微鏡でよく叩解さ

れた繊維をみると，繊維の切断されたものが非常にすくないので (Plate1)，これによるも

のであろう。またよく蒸解されたパルプは漂白も容易である。また強度の高いクラフトパ

ノレプの!&量は 45%と51%であって， ソーダパルプにくらべて高く，いろいろな特性を考

え合せて利用すれば，製紙用パルプとして立派に役立たせることができる。
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摘要

札幌市郊外定山渓産のネマガリダケを用い，クラブト?去による蒸解を行い，できたパ

ノレプの分析と紙力試験を行った。

1. 蒸解条件はつぎのようである。 NaOH濃度4，3.6， 3.2， 3， 2， 1.5， 1 %のものを用

い，硫化率10，20， 33， 50， 67%とし，液比を 1:5として，庄カ 5，7， 8， 9， 10 kgjcm2 

で2時間(時として 4時間)蒸解した。

2. 1吹量は 59.4-36.0%で，薬品用量の影響が温度，圧力，時間などにくらべて，も

っとも著しい。

3. 組成についてみると灰分は0.4-1.1%，アルコーノレ・ベンゼシ抽出物は0.1-10.9%，

セノレロ{ズは85.7-97.6%，aーセノレローズは 75.7-90.7%である。 ペシトーザンは 21.2-

31.7%で針葉樹パノレプにくらべて著しく多く， リグニシは0.9-8.5%でl吹量の低いものに

すくない。

4. 紙カ試験はパノレプ牧量59，51， 45， 36%のものについて行った。 試験時のフリ

ーネスは 740-200ccであり， フリーネスの低下につれて比引裂度以外の強度は次第に上

昇してゆく。同一フリーネスの場合，蒸解適度のl攻量51あるいは 45%のものの強度が最

高を示した。

またササからつくったソ{ダパノレプ， NSSCパルプと強度の比較をしたところ，クラ

フトパルプが最高値を示し，強度の上からみるとクラブト法による蒸解がもっとも優れて

いることがわかる。
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Summary 

“Sasa" which grew in Jozankei， a suburb of Sapporo， was digested by kraft 
method. The chemical composition and strength of obtained pulp were studied. 
1. The conditions of digestion were as fol1ows: 

Concentration of caustic soda % …・・ 4， 3.6， 3.2， 3， 2， 1.5， 1 
Sulphidity % ・・・… 10， 20， 33， 50， 67 
Ratio of sample to liquor … 1:5 
Pressure kgJcm2 …・ 5，7， 8， 9， 10 
Cooking time hr….. 2 (or 4) 

2. The yield of pulp varies 36.0 to 59.4%， the influence of chemica1s used is 
more obvious than that of temperature， pressure or cooking time. 
3. As for the chemical composition， ash varies 0.4 to 1.1 %， a1cohol and. ben-

zene extracts 0.1 to 10.9%， cellulose 85.7 to 97.6%， a-cellulose 75.7 to 90.7%. Pentosan 
varies 21.2 to 31.7% which is obviously higher than出atof pulp from softwood. 
Lignin varies 0.9 to 8.5%. 
4. Strength test was made on the pulps whose yields were 59， 51， 45 and 36% 

respectively. Freeness at the test varies 740 to 200 cc， the strengths except tearing 
one increase gradually with the reduction of freeness. In case of same freeness， 
pulps digested moderately (the yield per cent of出epulps were 51 or 45%) showed 
high strength. 
In comparison of strengths of pulps made by soda， kraft and NSSC methods， 
kraft pulp showed the highest values. As for the strength， the digestion by kraft 

method seemed to be the most excellent one. 
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Plate 1 7 リーネス別クラ 7 トパルプの顕微鏡窮民 (30倍)

試料
日H解時間 フリーネス

hr cc 

。 743 

KB 4 567 

6 300 

。 725 

KD 4 500 

5.25 410 
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